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誤 正 

14 （下から15行目） 

建設業法第24条の7においては、第1項で、発注者

から直接工事を請け負った特定建設業者〔元請の立場

で、総額4,500万円以上（建築一式においては7,000

万円以上）の金額を下請負人に外注する建設会社〕

は、当該建設工事の・・・・ 

 

 

14 （下から15行目） 

建設業法第24条の7においては、第1項で、発注者

から直接工事を請け負った特定建設業者〔元請の立場

で、総額5,000万円以上（建築一式においては8,000

万円以上）の金額を下請負人に外注する建設会社〕

は、当該建設工事の・・・・ 

（施行日 令和 7 年 2 月１日） 

 

 

 

参考として、「監理技術者等を要する請負代金額の下限」ほか。 

 

  

 令和 7年 2月１日から施行の「特定建設業許可を要する下請け代金額の要件の見直し」について、第 5版改訂時に 

対応されていませんでしたので、正誤表を作成しました。 

※下線箇所を訂正。（訂正箇所は以下のとおり。） 

 


